災害時要援護者の特徴と留意事項

区　　分
要介護（寝たきり）高齢者

主な特徴
· 自分の状況を伝えることが困難な場合がある。

· 自力で行動することができない。

情報伝達の

留意事項
・ 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいが，確保できない場合には，おぶいひもでおぶったり，毛布等で作った応急担架等により避難を介助する。

· 日頃から服用している薬があれば携帯する。

· 必要に応じて介護施設等への緊急入所等の手続きをとる。

避難所での留意事項
· 援助が必要な人に対しては介護の専門職等を派遣する。

· ベッドやポータブルトイレを設置する。

· おむつを用意する。

区　　分
認知症高齢者

主な特徴
· 記憶が抜け落ちたり，判断力が低下するなどの症状により，自分で判断し，行動することや，自分の状況を他の人に伝えることが困難な場合がある。

· 急激な環境の変化により，幻覚が現れたり，興奮したり，徘徊するなどの周辺症状が顕著となる場合がある。

情報伝達の

留意事項
· 具体的に，分かりやすく情報を伝える。

· 敬意をもって接し，内容が理解されたことを確認しながら情報を伝える。

· 家族や介護者などの，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 自分で判断し，行動することが困難な場合があるため，必ず誰か付き添い，手を引くなどして移動させる。（一人にはしない）

· 災害による環境の変化から，時に幻覚が現れたり，興奮したりする人もいるが，いきなり強い調子で声をかけるのではなく，敬意をもって，穏やかな態度で接する。

· 症状が顕著な時は，家族等，介護者が付き添い，人が少なく，落ち着ける場所で様子を見るようにする。

避難所での留意事項
· 急激な環境の変化で周辺症状が出現しやすく，認知症も進行しやすいので，きめ細かなケアを行う必要がある。

· 身体の変調などをことばで十分に表現できないことや，健康管理についての認識も低くなることから，常に健康状態を把握する必要がある。

· 医療機関との連絡体制の確保が必要。

· 徘徊の症状がでる場合があるので，周囲の人にも声をかけてもらうよう頼んでおく。

区　　分
一人暮らし高齢者

主な特徴
· 体力が衰え行動機能が低下している場合や，緊急事態の察知が遅れる場合がある。

情報伝達の留意事項
・ 迅速かつ直接的な情報伝達が必要。

避難所での

留意事項
· 冷静な態度で接し，本人を安心させ，落ち着かせるようにする。

· 被災状況と避難経路・避難場所を簡潔にわかりやすく説明する。

· 一緒に避難をするという視点を大切にする。

避難所での

留意事項
· 緊急連絡先（家族・親戚・友人等）へ避難状況を説明する。

· 可能な限り，日常の近隣の知り合いの関係が保たれるようにする。

· 不便な避難生活で急速に活動力が低下し，寝たきり状態になりやすいので，健康面や衛生面に配慮し，生活のリズムを保つため，寝るスペースと食べるスペースを分ける等の配慮をする。

· トイレに近い場所の確保に努め，困難な場合はポータブルトイレ等で対応する。

区　　分
視覚障がい者

主な特徴
· 全く見えない人と見えづらい人，また，特定の色が分かりにくい人がある。

· 慣れていない場所では，一人で移動することが困難であるため，避難誘導等の援助が必要。

· 視覚による緊急事態等の覚知が不可能な場合や瞬時に覚知することが困難な場合がある。

情報伝達の

留意事項
· 音声による情報伝達及び状況説明を行う。

· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 日常の生活圏であっても災害時には移動が困難となる場合がある。

· 白杖を持たない方の手で支援者の肘の上をつかんでもらい，歩行速度に気をつけながらゆっくりと歩く。このとき視覚障がい者の腕や白杖をつかんだり，後から押したりしない。

· 段のある所では，段の手前で立ち止まり，段を上がるのか下がるのかを伝える。

· 盲導犬を伴っている人に対しては，方向を説明し，直接盲導犬を引いたり，触ったりしない。

避難所での留意事項
· できるだけ出入り口に近い場所を確保するなど，移動が少なくてすむよう配慮する。

· 構内放送や拡声器などにより音声放送を繰り返し流したり，拡大文字や点字による情報の提供に努める。また，携帯ラジオ等を配布する。

· ガイドヘルパー等の配置に努める。

· 白杖等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて，修理・支給に努める。

· 仮設トイレを屋外に設置する場合，壁伝いに行くことができる場所に設置するか，順路にロープ等を張り，移動が楽に行えるよう配慮する。

区　　分
聴覚障がい者

主な特徴
· 全く聞こえない人と聞こえにくい人，また，言語障がいを伴う人がある。

· 音声による情報が伝わりにくい。（聴覚による異変・危険の察知が困難な場合がある。）

情報伝達の

留意事項
· 情報伝達手段には，手話，口話（こうわ），筆談，読話（どくわ）等の方法があるので，本人の意向を確認する。

· 身振りとともに，正面から口を大きく動かして話す。

· 文字や絵を組み合わせた筆談での伝達を行う。

· 手話通訳者及び要約筆記者を避難所等に派遣する。

· 掲示板，ファクシミリ，Ｅメールを活用した情報提供を行うとともに，文字放送用テレビを避難所に配置するよう努める。

· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 手話，筆談，身振り等で状況説明を行い，避難所等へ誘導する。

避難所での留意事項
· 広報誌，掲示板，電光掲示板，見えるラジオ，文字放送用テレビ，ファクシミリ，Ｅメール等を活用し情報を提供する。

· 音声による連絡は必ず文字でも掲示し，できるだけ分かりやすい言葉を使い，漢字にはふりがなふるよう配慮する。

· 手話通訳者及び要約筆記者の配置に努め，配置されていることを対象者に伝える。手話通訳者又は要約筆記者であることが対象者に分かるよう，表示する。

· 手話通訳又は要約筆記の必要な人が集まる場所を確保するなど，情報がスムーズに行き渡るよう配慮する。

· 補聴器等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて，修理・支給に努める。

· フラッシュライト（パトライト）を備え付ける。

区　　分
盲ろう者

主な特徴
· 全く見えなくて（又は見えづらくて），全く聞こえない又は聞こえにくい人である。

· 視覚及び音声による情報が伝わりにくい。

· 周りの状況を知るための音や光の情報が入らない（又は入りにくい）ため，慣れていない場所では一人で移動することが困難である。

· 視覚及び聴覚による緊急事態等の覚知が不可能な場合や瞬時に覚知することが困難な場合がある。

· 生活環境や障がい発生時期により，障がいの状況が一人ひとり異なる。

情報伝達の

留意事項
· 盲ろう者向け通訳・介助者等を派遣し，触手話（しょくしゅわ），指点字（ゆびてんじ），手のひら書き，指文字，音声，筆談，パソコン等の手段による情報伝達及び状況説明を行う。

· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 盲ろう者向け通訳・介助者等を派遣し，避難所等へ誘導する。

避難所での留意事項
· できるだけ出入り口に近い場所を確保するなど，移動が少なくてすむよう配慮する。

· 盲ろう者向け通訳・介助者の配置に努め，障がいの状況に応じて，情報の保障及び移動の際の支援を行う。

· 白杖，補聴器等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて，修理・支給に努める。

区　　分
肢体不自由者

主な特徴
· 上肢や下肢に切断や機能障がいがある人，座ったり立ったりする姿勢保持が困難な人，脳性まひの人などがある。

· 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合には，平常時に補装具を使用していない人も，車いす等が必要となることもある。

情報伝達の

留意事項
· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
自力で避難することが困難な場合には，車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいが，確保できない場合には，おぶいひもでおぶったり，毛布等で作った応急担架等により避難を介助する。

（車いすを使用する場合）

段差を越えるときは，押す人の足下にあるステップバーを踏み，車いすの前輪を持ち上げて段差を越し，続いて後輪を持ち上げて静かに段差を越す。上がるときは車いすを前向きにする。下りるときは車いすを後ろ向きにし，軽くブレーキをかけながらゆっくり下りる。

緩やかな坂は車いすを前向きにして下りるが，急な坂は車いすを後ろ向きにし，軽くブレーキをかけながらゆっくり下りる。

階段を避難するときは，２人から３人で車いすを持ち上げてゆっくり移動する。

避難所での留意事項
· できるだけ出入り口に近い場所を確保するなど，移動が少なくてすむよう配慮する。

· 車イスが通れる通路を確保する。

· 身体機能に障がいのある人が安全に利用することができるトイレを用意し，できるだけトイレに近い場所の確保に努める。

· 車いす等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて，修理・支給に努める。

区　　分
内部障がい者・難病患者

主な特徴
· 内部障がいとは，内部機能の障がいで，身体障害者福祉法では，心臓機能，呼吸器機能，じん臓機能，ぼうこう・直腸機能，小腸機能，ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫機能の８種類の機能障がいが定められている。

· 難病とは，原因不明，治療方法が未確立であり，かつ，後遺症を残すおそれが少なくない疾病である。

· 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合には，車いす等が必要となることもある。

· 医薬品や医療機器を携行する必要があるため，医療機関や医療機器取扱業者等による支援が必要。

· 外見からは内部障がい者・難病患者であることが分からないことがあるので配慮が必要。

情報伝達の

留意事項
· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 常時使用している医療機器（機器によっては，電気，酸素ボンベが必要）を確保するとともに，医薬品を携行する。

· 自力で避難することが困難な場合には，車いすや，ストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいが，確保できない場合には，おぶいひもでおぶったり，毛布等で作った応急担架等により避難を介助する。

· 必要に応じて，被災を免れた医療機関へ迅速に誘導・搬送する。

避難所での留意事項
· 特殊な薬剤や食事制限等の疾患に関する必要な情報を確認することが必要。

· 医薬品，衛生材料や電力を確保する。

· 医療機関等の協力により巡回診療を行うほか，定期的な治療継続のための移送サービスを実施する。

· ケアのできるスペースを確保する。

· 心臓機能障がいで心臓ペースメーカーを埋め込んでいる場合は，電磁波等の影響を受けると誤作動するおそれがあることから，携帯電話の使用を控える配慮が必要。

· 呼吸器機能障がいのある人は，タバコの煙などが苦しい場合があるため，分煙を徹底する。

· ぼうこう・直腸機能障がいで，人工肛門や人工ぼうこうを使用している人（オストメイト）の利用に対応できるトイレを用意する。

· できるだけ出入り口に近い場所を確保するなど，移動が少なくてすむよう配慮する。

区　　分
知的障がい者

主な特徴
· 急激な環境の変化への適応のしにくさがある。

· 緊急事態等の認識が不十分な場合や環境の変化による精神的な動揺が見られる場合がある。

· 重度の障がいのため，常に同伴者と行動する人もある。

情報伝達の

留意事項
· 具体的に，分かりやすく情報を伝える。

· 絵，図，文字などを組み合わせて，内容が理解されたことを確認しながら情報を伝える。

· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

避難時の

留意事項
· 災害の不安から，時に大声をあげたり奇異な行動を起こす人もいるが，いきなり強い調子で声をかけるのでなく，穏やかな口調で声をかける。

· 救出の際に思いもよらない行動を起こすことや，座り込んでしまうことが考えられる。

· てんかん等の発作が起きる人もあるので，その場合は，主治医又は最寄りの医療機関等に相談し指示を受ける。

避難所での留意事項
· 環境の変化を理解できずに気持ちが混乱したり，精神的に不安定になる場合があるので，気持ちを落ち着かせることができるよう配慮する。

· 周囲とのコミュニケーションが十分とれずトラブルの原因になったり，環境の変化のため精神が不安定になることがあるので，間仕切りをしたり，個室を確保するなどの配慮を行う。

· 案内板等の漢字にはふりがなをふる。

区　　分
精神障がい者

主な特徴
· 様々な精神疾患により，日常生活や社会生活のしづらさがある。

· 災害発生時には，精神的な動揺が見られる場合がある。

· 服薬を継続することが必要な場合は，自らが薬の種類を把握しておくとともに，医療機関による支援が必要である。

情報伝達の

留意事項
· 本人，家族，支援者への迅速な情報伝達が必要。

· 不安を感じさせないよう，穏やかに対応し，ゆっくり，ていねいに，くりかえし状況を説明する。

避難時の

留意事項
· 強い不安や症状悪化が見られる場合は，主治医，最寄りの医療機関又は保健所に相談し指示を受ける。

避難所での留意事項
· 医療機関との連絡体制を整備する。

· 適切な治療・服薬と周囲の配慮により症状をコントロールできるが，避難所等の集団生活になじめないこともあるので，この点に配慮した支援を行う。

· 精神障がい者の状態の早期安定を図るため，地域ボランティアなどによる支援ネットワークを活用しながら，被災前の社会復帰活動やなじんでいた人間関係を，早期に回復させる。

区　　分
妊産婦

主な特徴
· 行動機能が低下しているが，自分で判断し行動できる。

· 流早産のリスクが高い。

情報伝達の

留意事項
· 本人，家族，支援者への迅速な情報提供が必要。

避難時の

留意事項
· 避難誘導を支援してくれる人の確保が必要。

避難所での留意事項
· 衛生材料の確保が必要。

· 授乳スペースの確保が必要。

· 環境変化に伴う急な体調不良（つわり，流早産，出産等）の対処のために，医療機関との連絡体制の確保が必要。

区　　分
乳幼児

主な特徴
· 危険を判断し，行動することができない場合がある。

情報伝達の

留意事項
· 家族，支援者への迅速な情報提供が必要。

避難時の

留意事項
· 保護者とともに避難する。

避難所での留意事項
· 乳幼児のためのベビーベッド，おむつを用意する。

· 夜泣き，吃音，不眠などの症状に留意し，精神的安定が図られるよう配慮する。

· 乳児に対して，ミルクの湯，ほ乳瓶の衛生，沐浴の手だての確保に留意する。

· 被災による精神的な後遺症が強く残るおそれがあり，心のケアが必要となる場合がある。

· 環境変化に伴う急な体調不良（発熱等）の対処のために，医療機関との連絡体制の確立が必要。

区　　分
外国人

主な特徴
· 言語や文化，生活習慣等の違い又は災害経験の少なさといった他の災害時要援護者と異なるハンディーキャップを有している。

· 一方では，必要な情報が伝われば避難所に自力で行くことができるほか，積極的な防災活動を行う潜在能力もある。

情報伝達の

留意事項
· 多言語や分かりやすい日本語による情報提供が必要。

避難時の

留意事項
· 外国語の理解できる支援者の確保が必要。

避難所での留意事項
· 文化，生活習慣等の違いに関する相互理解が必要。

· 地震などの災害を経験したことがない人がいるため，心理的不安への配慮が必要。

· 物資の配給等において，外国人への差別的対応を行わないこと。

· 通訳ボランティアの派遣や相談窓口の設置など，支援体制の整備が必要。
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